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れらの多くは雑草問題が生じてからの
対応がほとんどであった。本稿で見て
きたとおり，雑草がペストとして認識
されることによって，対策が徹底した
予防原則に基づくものになることがわ
かる。そうした観点から，今後は問
題が生じる前に雑草のリスクを評価
し，リスクの高い種に対する予防的管
理を徹底するという考え方に変わる必
要がある。雑草のリスク評価を行うた
めには，様々な作物やその栽培体系の
中での雑草の生態を理解し，それに基
づく有害性の評価や，個体群動態モデ
ルに基づく個体群の持続性の評価，さ
らには分布拡大モデルに基づく被害の
拡大リスクの評価などを行っていく必
要があるだろう。また総合防除に資す
る多様な防除技術の開発も進める必
要がある。それに加え，病害虫で実用
化されてきた抵抗性育種を雑草に対し
ても展開する必要があるだろう。雑草
は病害虫のような直接的被害をもたら
すわけではないため，これまで雑草
との競合下でも減収しない能力（雑
草耐性）および雑草に対して競合性
を発揮する雑草抑制能力の２つの観点
で研究されてきた（Rasmussen et al. 
2021; Fradgley et al. 2017 など）。最
近日本でも雑草の生育を抑制する開帳
型のイネの開発などもされてきている

（Inagaki et al. 2021）。作物によっては

農業上重要な形質と競合する可能性も
あり簡単にはいかないかもしれないが，
防除技術と組み合わせることで発揮で
きる形質の改良も考えられる。今後も
多様な防除技術開発の一環としてその
ような取り組みも重要となるだろう。
植物防疫法が改正されたからといって
自動的に雑草管理が改善されるわけで
はない。予防原則に則った雑草リスク
管理の枠組みの中で必要とされている
課題に対して関係者が総力をあげて取
り組んでいく必要があるだろう。本稿
がその契機になれば幸いである。

なお，植物防疫法の目的はあくまで
作物など有用植物を有害動植物から守
るためのものである（図 -1）。しかし
ながら，雑草がもたらす害は有用植物
以外にも，獣害・危険害虫の誘因，事
故の原因，災害の原因，景観の悪化，
生態系への悪影響など多様である。こ
うした雑草害に対しては依然として対
応できていない。広い意味でペストと
して雑草を捉えた時に，今回の植物防
疫法の改正を契機として，それら様々
な雑草害への対応へと発展していくこ
とも期待される。
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コナスビという名が付けられているがナス科ではない。サク
ラソウ科オカトラノオ属の多年草。全国の低地から山地の原野，
道端，庭，畑，草原などに普通に見られる。茎は 5 〜 20cm
で紫褐色を帯び株元から地を這うように四方へ広がる。茎や葉
全体に軟毛がある。葉は対生，有柄，広卵形で 10 〜 25mm，
全縁で先は短く尖る。花期は 5 〜 6 月。葉腋に，径 5 〜 7mm
ほどの黄色い小花を 1 個ずつ付ける。花柄は 3~8mm で，合
弁花であるが花弁が 5 つに深く切れ込んでいるため 5 枚のよ
うに見える。花が終わると下方を向き小さな丸い実をつけるが，
この果実が，ふくらみ始めた茄子に似ているということで小茄
子の名が付けられた。果実は 4 〜 5mm の球形の蒴果で，熟す
と裂けて多くの種子を散らす。

紀元前 7 世紀から紀元前 3 世紀ころ，古代ギリシアにマケ
ドニアという王国があった。マケドニア王国が最も栄えたのは
アレクサンドロス 3 世（大王）の治世であった。彼は若くし
てギリシアからインド北西部に至る大帝国を建設した戦術・戦
略の天才であった。

そのアレクサンドロスには多くの側近護衛官が従っていた
が，その中の一人にリュシマコスという男がいた。リュシマコ
スは勇猛な戦士であると同時に思慮深い男であり，軍の統率に
優れた力を発揮していた。

アレクサンドロスが 32 歳で亡くなると，護衛官たちは帝国
を分割統治し，リュシマコスはバルカン半島東部のトラキアの
王となり，ディアドゴイ戦争を経て王としてトラキアを含むマ
ケドニアを支配するようになった。

リュシマコスがトラキア王の時のことであった。戦役から戻
り祝勝の宴を開いていると突然何頭かの牛が暴れだした。その
うち一頭の牡牛が猛り狂って，止めに入った者どもを押し退け
てリュシマコスへと迫ってきた。周りの者たちは必死に牛を止
めようとしたがリュシマコスは慌てず，自らが座っている周り
にある黄色い花の咲いた草を両手で千切れるだけちぎって牡牛
の鼻先へと振り撒いた。するとあれほど猛り狂っていた牡牛が

鼻を左右に数回振りひねると急におとなしくなった。周りの者
たちは牡牛を鎮めたリュシマコスの落ち着いた勇敢さを褒め称
えた。

リュシマコスが牡牛の鼻先へ振り撒いた草が，ハーブと
しても用いられることがあるヨーロッパ原産の Lysimachia 
nummularia L. （和名コバンコナスビ）ではなかったかと考
えるが，今では日本でも北海道や一部の地域に帰化してい
る。その属名の Lysimachia はこのトラキア王のリュシマコス

（Lysimachos）を称えてリンネが名付けた。
一方，日本の在来種に，コバンコナスビと同属別種のコナス

ビがある。学名を L. japonica Thunb. と言い，これはリンネ
の弟子であるツンベルクが日本の出島に滞在した折に，将軍へ
の謁見のため江戸入りしたが，その際に箱根で採集し，命名し
たとされる。

日本のどこにでも生えているコナスビであるが，学名から
「japonica 日本の」「マケドニア王リュシマコス」，さらに，アレ
クサンドロス大王や古代ギリシアへと想像の翼が広がっていく。

須藤　健一小茄子（コナスビ）田畑の草
くさぐさ
種


